
単純･明解咬合論
◆｢正しい咬合とは，臨床で真に必要な顎位とはなにか｣，あらゆる症例に適用でき

　る咀嚼運動理論（咬合理論）がはたして存在するのか長年悩んできた著者が，よ

　うやく１つの結論に到達．

◆歯ぎしりや顎関節症の治療に関する咬合も，インプラントや小さなインレーの咬合

　も，まったく同じ理論で治療が可能です．

◆正しい咬合理論を臨床に適用してこそ，患者さんが満足できる治療につながります.
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正しい咬合と顎位，その臨床的基準とは
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